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資料１－１

（審査会合における指摘事項の回答）



No. 指摘事項 ページ

１
【本文六、七】
タンク類の性能について、記載の適正化を検討すること。

１

２
【本文六、七】
「放射性廃棄物処理機能」を有する補助建家排気筒の性能について、記載の適正化を
検討すること。

２

３
【本文六、七】
「除染機能」を有する除染装置の性能について、記載の適正化を検討すること。

３

４
【本文六、七】
換気設備の性能について、フィルタの性能が分かるように記載の適正化を検討すること。

４

５
【本文六、七】
核燃料物質貯蔵設備の性能について、燃料体等が変形等するように読めるため、記載
の適正化を検討すること。

５

６
【本文六、七】
非常用電源設備等の性能について、供給先を限定した記載の考え方を整理すること。

６

目 次

■令和２年７月２日の審査会合における指摘事項の回答

※１、２号炉で基本的に同様の回答となるため、２号炉の記載を前提に回答する。



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．１）

指摘事項

タンク類の性能について、記載の適正化を検討すること。

回答

○現状（変更前）の記載では、貯留機能に対して少量の漏えいが許容されるような記載となっていることから、タンク類の
性能の記載を以下（変更後）のとおり変更する。

○タンク類に必要な「給水機能」、「放射性廃棄物処理機能」及び「放射性廃棄物貯蔵機能」を維持するためには、以下の
事項を満足する必要がある。
・放射性廃棄物が漏えいし難い構造であり、かつ、放射性廃棄物に含まれる化学薬品の影響その他の負荷により著し
く腐食しないものであること
・放射性廃棄物が漏えいし難い構造であること
・崩壊熱及び放射線の照射により発生する熱に耐え、かつ、放射性廃棄物に含まれる化学薬品の影響その他の負荷
により著しく腐食しないこと

○したがって、タンク類は、内包する放射性物質が漏えいするようなき裂、変形等の有意な欠陥がない状態であれば、必
要な機能が維持される。 １

設備名称 変更前 変更後

燃料取替用水タンク
格納容器冷却材ドレンタンク
補助建家冷却材ドレンタンク
冷却材貯蔵タンク
補助建家機器ドレンタンク
補助建家サンプタンク
格納容器サンプ
廃液貯蔵タンク
廃液蒸留水タンク
薬品ドレンタンク
洗浄廃水タンク
洗浄排水蒸留水タンク
使用済樹脂貯蔵タンク

著しい漏えいがない状態であること。
内包する放射性物質が漏えいするようなき裂，変
形等の有意な欠陥がない状態であること。



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．２）

指摘事項

「放射性廃棄物処理機能」を有する補助建家排気筒の性能について、記載の適正化を検討すること。

回答

○現状（変更前）の記載では、放射性廃棄物処理機能に対して、ファンの性能のみに着目した記載となっていることから、
補助建家排気筒の性能の記載を以下（変更後）のとおり変更する。

○補助建家排気筒に必要な「放射性廃棄物処理機能」を維持するためには、以下の事項を満足する必要がある。

・気体状の放射性廃棄物を処理する設備は、排気筒の出口以外の箇所において気体状の放射性廃棄物を排出しない

こと

○したがって、補助建家排気筒は、放射性気体廃棄物の放出に影響するような有意な損傷がない状態であれば、必要な
機能が維持される。

２

設備名称 変更前 変更後

補助建家排気筒
給気ファン及び排気ファンの運転に異常
がない状態であること。

放射性気体廃棄物の放出に影響するよう
な有意な損傷がない状態であること。



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．３）

指摘事項

「除染機能」を有する除染装置の性能について、記載の適正化を検討すること。

回答

○現状（変更前）の記載では、除染機能に対して、除染作業を行えることのみに着目した記載となっていることから、除染
装置の性能について以下（変更後）のとおり変更する。

○除染装置に必要な「除染機能」を維持するためには、以下の事項を満足する必要がある。

・使用済燃料輸送容器の除染に影響するような有意な損傷がないこと

○したがって、除染装置は、使用済燃料輸送容器の除染に影響するような有意な損傷がない状態であれば、必要な機能
が維持される。

３

設備名称 変更前 変更後

除染装置 除染を行うことができる状態であること。
使用済燃料輸送容器の除染に影響するよ
うな有意な損傷がない状態であること。



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．４）

指摘事項

換気設備の性能について、フィルタの性能が分かるように記載の適正化を検討すること。

回答

○現状（変更前）の記載では、換気機能に対して、ファンの性能のみに着目した記載となっていることから、換気設備の性
能の記載を以下（変更後）のとおり変更する。

○換気設備に必要な「換気機能」を維持するためには、以下の事項を満足する必要がある。

・放射線障害を防止するために必要な換気能力を有するものであること

○したがって、換気設備は、フィルタ等を介した状態で給気ファン及び排気ファンを運転することにより、放射線障害を防止
するために必要な換気ができる状態であれば、必要な機能が維持される。 ４

設備名称 変更前 変更後

原子炉格納容器給気ユニット
原子炉格納容器給気ファン
原子炉格納容器排気フィルタ・ユニット
原子炉格納容器排気ファン
原子炉格納容器排気筒
補助建家給気ユニット
補助建家給気ファン
補助建家排気フィルタユニット
補助建家排気ファン
補助建家排気筒
放射線管理室給気ユニット
放射線管理室給気ファン
放射線管理室排気フィルタユニット
放射線管理室排気ファン

給気ファン及び排気ファンの運転に
異常がない状態であること。

放射線障害を防止するために必要な
換気ができる状態であること。



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．５）

指摘事項

核燃料物質貯蔵設備の性能について、燃料体等が変形等するように読めるため、記載の適正化を検討すること。

回答

○現状（変更前）の記載では、“新燃料及び使用済燃料に有意な欠陥がない状態”を性能として定められているようにも読
めるため、“性能維持施設自体に有意な損傷がない状態”であることが明確になるよう、核燃料物質貯蔵設備の性能の
記載を以下（変更後）のとおり変更する。

５

設備名称 変更前 変更後

新燃料貯蔵設備（新燃料
ラック）

新燃料が臨界に達する変形等の有意な
欠陥がない状態であること。

新燃料の臨界防止に影響するような変形
等の有意な損傷がない状態であること。

使用済燃料貯蔵設備（使用
済燃料ピット，使用済燃料
ラック）

新燃料及び使用済燃料が臨界に達する
変形等の有意な欠陥がない状態である
こと。

新燃料及び使用済燃料の臨界防止に影響
するような変形等の有意な損傷がない状態
であること。



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．６）（１／11）

６

回答
■非常用電源設備

○非常用電源設備は、設置時より運転段階での外部電源喪失時に必要な「電源供給機能」を有するよう設計・製作された
設備である。

○廃止措置段階においても、この非常用電源設備を維持していくことから、非常用高圧母線に接続された性能維持施設で
あれば、ディーゼル発電機による電源供給が可能である。また、非常用直流母線に接続された性能維持施設であれば、
蓄電池による電源供給が可能である。その上で、外部電源喪失時、解体中の原子炉施設の安全確保上必要な場合に、
適切な容量の電源を供給できる状態を維持管理するため、非常用電源設備による電源供給が必要な性能維持施設を明
確にする。

〇次頁以降に、安全確保のために非常用電源設備による電源供給が必要な性能維持施設を整理した。

〇以上を踏まえ、非常用電源設備の性能は、使用済燃料の冷却のために必要な性能維持施設及び非常照明に電源を供
給できる状態であることとし、性能の記載を以下（変更後）のとおりとする。

指摘事項
非常用電源設備等の性能について、供給先を限定した記載の考え方を整理すること。

設備名称 変更前 変更後

ディーゼル発電機

性能維持施設（海水ポンプ，原
子炉補機冷却水ポンプ，使用済
燃料ピット水浄化冷却設備）へ電
源を供給できる状態であること。

変更なし

蓄電池
性能維持施設（ディーゼル発電
機）へ電源を供給できる状態で
あること。

性能維持施設（ディーゼル発電
機，非常照明）へ電源を供給でき
る状態であること。



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．６）（２／11）

７

回答（続き）

安全確保のためにディーゼル発電機による電源供給が必要な性能維持施設（１／４）

電源を使用する
性能維持施設 維持機能 ディーゼル発電機に

よる電源供給可否
安全確保のための
電源供給要否 安全確保のための電源供給要否の考え方

使用済燃料ピットク
レーン

臨界防止機能
燃料落下防止機能

× ×

－
補助建家クレーン × ×

新燃料エレベータ × ×

使用済燃料ピット
水位を監視する設
備

水位の監視機能 ○ ×

使用済燃料の冷却は十分進んでいることから、冷却機能
を停止しても、使用済燃料ピット水の温度上昇は緩やかで
あるため、長期間水位確保は可能であることから、断続的
な監視で問題ない。
中央制御室で監視ができない場合、水位確認までの時間
的余裕も十分にあることから、社内規定に基づき、運転員
による現場確認を行うことにより、水位の監視機能を確保
する。

■ディーゼル発電機
○電源を使用する性能維持施設について、非常用高圧母線に接続しており、ディーゼル発電機による電源供給ができる性
能維持施設を示す（「ディーゼル発電機による電源供給可否」欄参照）とともに、外部電源喪失時、安全確保のために
ディーゼル発電機による電源供給が必要な性能維持施設を示す（「安全確保のための電源供給要否」欄参照）。

○廃止措置段階においては、外部電源喪失時、安全確保の観点から使用済燃料の冷却のために必要な性能維持施設に
電源を供給できる状態を維持する。



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．６） （３／11）

安全確保のためにディーゼル発電機による電源供給が必要な性能維持施設（２／４）

電源を使用する
性能維持施設 維持機能 ディーゼル発電機に

よる電源供給可否
安全確保のための
電源供給要否 安全確保のための電源供給要否の考え方

使用済燃料ピット水
浄化冷却設備 浄化・冷却機能 ○ ○

使用済燃料ピット水の冷却のための代替手段がないため、
外部電源喪失時には、ディーゼル発電機により電源供給
を行う。

原子炉補機冷却水
ポンプ 冷却機能 ○ ○

使用済燃料ピット水浄化冷却設備へ冷却水を供給するた
め、外部電源喪失時には、ディーゼル発電機により電源
供給を行う。

廃液蒸発装置

放射性廃棄物処理
機能

× ×

―

洗浄排水蒸発装置 × ×

ドラム詰装置(アス
ファルト固化装置，
セメント固化装置) × ×

ベイラ × ×

エリア・モニタ（ドラ
ム詰装置制御室，
使用済燃料ピット付
近）

放射線監視機能 ○ ×

エリア・モニタは作業等で人が立ち入る代表的なエリア及
び作業により放射線レベルが変動する可能性のあるエリ
アに設置している。
外部電源喪失時には、ドラム詰装置制御室や使用済燃料
ピット付近での作業を取りやめることから、対象エリアへの
立ち入りはなくなる。

回答（続き）

８



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．６） （４／11）

９

安全確保のためにディーゼル発電機による電源供給が必要な性能維持施設（３／４）

電源を使用する
性能維持施設 維持機能 ディーゼル発電機に

よる電源供給可否
安全確保のための
電源供給要否 安全確保のための電源供給要否の考え方

プロセス・モニタ（補
助蒸気ドレンモニ
タ）

放射線監視機能

○ ×

プロセス・モニタは、管理区域内で使用された補助蒸気及
びドレンが管理区域外に移送されることから、設置してい
る。
外部電源喪失時には、補助蒸気の供給及びドレンの移送
が停止されるため、管理区域外へ補助蒸気及びドレンは
移送されない。

放射線管理関係設
備（出入管理室，放
射化学室，放射能
測定室）※

○ ×

出入管理室に設置している退出モニタについては、外部電
源喪失時には、サーベイメータ等により身体等の表面汚染
密度の測定は可能であるため、停止しても問題ない。
放射能測定室に設置している放射線分析機器については、
外部電源喪失時には、放射線分析を行う必要はないので、
停止しても問題ない。

排気モニタ（補助建
家排気筒ガスモニ
タ，格納容器排気
筒ガスモニタ）

放出管理機能

○ ×

施設内の放射性気体廃棄物（希ガス）については、使用済
燃料が破損しない限り施設内に発生源はなく、外部電源
喪失時には、管理区域内作業を停止するとともに、換気空
調系は停止し、ダンパが閉止するため、放射性物質は管
理区域外へ放出されない。

排水モニタ（廃棄物
処理設備排水モニ
タ）

○ ×

放射性液体廃棄物の放出は、放出タンク内の放射性廃棄
物の量をあらかじめ確認してから放出作業を行っており、
外部電源喪失時には、放射性廃棄物処理系の機器が停
止するとともに、放出は行わない。

※放射線管理関係設備の一部について、１号炉側のディーゼル発電機より電源供給する。

回答（続き）



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．６） （５／11）

１０

安全確保のためにディーゼル発電機による電源供給が必要な性能維持施設（４／４）

電源を使用する
性能維持施設 維持機能 ディーゼル発電機に

よる電源供給可否
安全確保のための
電源供給要否 安全確保のための電源供給要否の考え方

原子炉格納容器給
気ファン

換気機能

× ×

原子炉格納容器排
気ファン × ×

補助建家給気ファ
ン ○ ×

解体作業等に伴い放射性粉じん発生の可能性があるが、
作業を取りやめることにより放射性粉じんは発生しない。

補助建家排気ファ
ン ○ ×

海水ポンプ 冷却機能 ○ ○ 原子炉補機冷却水設備へ冷却水を供給するため、外部電
源喪失時には、ディーゼル発電機により電源供給を行う。

放射線管理室給気
ファン※

換気機能

○ ×
解体作業等に伴い放射性粉じん発生の可能性があるが、
作業を取りやめることにより放射性粉じんは発生しない。

放射線管理室排気
ファン※ ○ ×

非常照明 照明機能 × × ―

回答（続き）

※１号炉側のディーゼル発電機より電源供給する。



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．６） （６／11）

１１

安全確保のために蓄電池による電源供給が必要な性能維持施設（１／４）

電源を使用する
性能維持施設

維持機能 蓄電池による
電源供給可否

安全確保のための
電源供給要否

安全確保のための電源供給要否の考え方

使用済燃料ピットク
レーン

臨界防止機能
燃料落下防止機能

× ×

―補助建家クレーン × ×

新燃料エレベータ × ×

使用済燃料ピット水
位を監視する設備

水位の監視機能 × × ―

回答（続き）

■蓄電池
○電源を使用する性能維持施設について、非常用直流母線に接続しており、蓄電池による電源供給ができる性能維持施設
を示す（「蓄電池による電源供給可否」欄参照）とともに、外部電源喪失時、安全確保のために蓄電池による電源供給が必
要な性能維持施設を示す（「安全確保のための電源供給要否」欄参照）。

○廃止措置段階においては、外部電源喪失時、安全確保の観点から使用済燃料の冷却のために必要な性能維持施設及び
非常照明に電源を供給できる状態を維持する。



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．６） （７／11）

１２

安全確保のために蓄電池による電源供給が必要な性能維持施設（２／４）

電源を使用する
性能維持施設 維持機能 蓄電池による

電源供給可否
安全確保のための
電源供給要否 安全確保のための電源供給要否の考え方

使用済燃料ピット水
浄化冷却設備 浄化・冷却機能 × × ―

原子炉補機冷却水
ポンプ 冷却機能 × × ―

廃液蒸発装置

放射性廃棄物処理
機能

× ×

―

洗浄排水蒸発装置 × ×

ドラム詰装置(アス
ファルト固化装置，
セメント固化装置)

× ×

ベイラ × ×

回答（続き）



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．６） （８／11）

１３

安全確保のために蓄電池による電源供給が必要な性能維持施設（３／４）

回答（続き）

電源を使用する
性能維持施設 維持機能 蓄電池による

電源供給可否
安全確保のための
電源供給要否 安全確保のための電源供給要否の考え方

エリア・モニタ（ドラ
ム詰装置制御室，
使用済燃料ピット
付近）

放射線監視機能

× ×

―

プロセス・モニタ（補
助蒸気ドレンモニ
タ）

× ×

放射線管理関係設
備（出入管理室，放
射化学室，放射能
測定室）

× ×

排気モニタ（補助建
家排気筒ガスモニ
タ、格納容器排気
筒ガスモニタ）

放出管理機能

× ×

排水モニタ（廃棄物
処理設備排水モニ
タ）

× ×



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．６） （９／11）

１４

安全確保のために蓄電池による電源供給が必要な性能維持施設（４／４）

回答（続き）

電源を使用する
性能維持施設 維持機能 蓄電池による

電源供給可否
安全確保のための
電源供給要否 安全確保のための電源供給要否の考え方

原子炉格納容器給
気ファン

換気機能

× ×

―

原子炉格納容器排
気ファン × ×

補助建家給気ファ
ン × ×

補助建家排気ファ
ン × ×

ディーゼル発電機 電源供給機能 ○ ○
外部電源喪失時には、ディーゼル発電機により使用済燃
料ピット水の冷却に係る設備へ電源供給するため、ディー
ゼル発電機を運転できるよう、蓄電池により給電を行う。

海水ポンプ 冷却機能 × × ―

放射線管理室給気
ファン

換気機能

× ×

―放射線管理室排気
ファン × ×

非常照明 照明機能 ○ ○
外部電源喪失時においても、非常照明が点灯できるよう、
蓄電池により給電を行う。



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．６） （10／11）

１５

回答（続き）

設備名称 性能

原子炉補機冷却水冷却器
原子炉補機冷却水ポンプ
原子炉補機冷却水サージ
タンク

性能維持施設（使用済燃料ピット水浄化冷却設備）へ冷却水を供給
できる状態であること。

海水ポンプ
性能維持施設（原子炉補機冷却水冷却器，ディーゼル発電機）へ海
水を供給できる状態であること。

■原子炉補機冷却水設備及び海水ポンプ

○原子炉補機冷却水設備及び海水ポンプは、設置時より運転段階における補機冷却に必要な「冷却機能」を有す
るよう設計・製作された設備である。

○廃止措置段階においても、これらの原子炉補機冷却水設備及び海水ポンプを維持していくことから、原子炉補機
冷却水設備により性能維持施設へ冷却水の供給が可能であり、また、海水ポンプにより性能維持施設へ海水の
供給が可能である。その上で、解体中の原子炉施設の安全確保上必要な場合に、適切な容量の冷却水及び海
水を供給できる状態を維持管理するため、原子炉補機冷却水設備による冷却水供給及び海水ポンプによる海水
供給が必要な性能維持施設を明確にする。

〇次頁に、安全確保のために原子炉補機冷却水設備による冷却水供給及び海水ポンプによる海水供給が必要な
性能維持施設を整理した。

〇以上を踏まえ、原子炉補機冷却水設備及び海水ポンプの性能は、使用済燃料の冷却のために必要な性能維持
施設に冷却水及び海水を供給できる状態であることとし、 性能の記載は以下のとおりとする。



審査会合における指摘事項の回答（Ｎｏ．６） （11／11）

○冷却水及び海水を必要とする性能維持施設について、安全確保のために原子炉補機冷却水設備による冷却水供給及
び海水ポンプによる海水供給が必要な性能維持施設を示す（「安全確保のための冷却水供給要否」欄及び「安全確保
のための海水供給要否」欄参照）。

１６

回答（続き）

安全確保のために海水ポンプによる海水供給が必要な性能維持施設

海水を必要とする
性能維持施設 維持機能 安全確保のための

海水供給要否 安全確保のための海水供給要否の考え方

原子炉補機冷却水冷却器 冷却機能 ○ 使用済燃料ピット水浄化冷却設備を運転できるよう、原子
炉補機冷却水冷却器へ海水を供給する。

ディーゼル発電機 電源供給機能 ○ 外部電源喪失時にはディーゼル発電機を運転できるよう、
ディーゼル発電機へ海水を供給する。

冷却水を必要とする
性能維持施設 維持機能

安全確保のための
冷却水供給要否 安全確保のための冷却水供給要否の考え方

使用済燃料ピット水浄化冷
却設備 浄化・冷却機能 ○ 使用済燃料ピット水浄化冷却設備を運転できるよう、原子

炉補機冷却水設備により冷却水を供給する。

廃液蒸発装置

放射性廃棄物処理機能

×

放射性液体廃棄物及び放射性固体廃棄物の処理時に使
用する設備であり、外部電源喪失時等における安全確保
のために使用する設備ではない。

洗浄排水蒸発装置 ×

ドラム詰装置（アスファルト
固化装置，セメント固化装
置）

×

安全確保のために原子炉補機冷却水設備による冷却水供給が必要な性能維持施設


